
試験研究成果普及情報  
 

部門  野菜  対象  普及  

課題名：葉菜類の有機栽培における土壌中可給態窒素の適正値  

［要約］春どりリーフレタス及び冬どりホウレンソウにおいて、窒素無施肥で有機栽培

を行う場合、施肥基準量の化学肥料で栽培した場合の地上部新鮮重の８割を達成する可

給態窒素の目標値は 6～7mg/100g である。 

ﾌﾘｰｷｰﾜｰﾄﾞ 有機栽培、葉菜類、可給態窒素、煮沸浸出法、土づくり  

実施機関名  主  査 農林総合研究センター  土壌環境研究室  

 協力機関 安全農業推進課  

実施期間  ２０１４年度～２０１６年度  

［目的及び背景］ 

 化学肥料を施用せず、地力に依存した生産方式である有機栽培で、安定した収量を確保

するためには、圃場の可給態窒素含量を高める必要がある。一方、新規に有機栽培を開始

した圃場の可給態窒素含量は低い場合が多く、十分な収量が得られない事例が認められる。

したがって、有機栽培における葉菜類の安定生産のためには、圃場の可給態窒素含量と生

育収量の関係を明らかにし、十分な収量を得るための可給態窒素診断基準を策定する必要

がある。そこで、有機野菜栽培圃場における可給態窒素含量の実態を明らかにするととも

に、ホウレンソウ等の主要な葉菜類について、圃場の可給態窒素含量と生育収量との関係

を明らかにし、十分な収量を得るための可給態窒素の適正値を明らかにすることを目的と

する。 

 

［成果内容］ 

１ 調査対象とした有機栽培５圃場の土壌中可給態窒素は 3.1～8.4mg/100g で、野菜の生

育に問題のない４圃場は６mg/100g を超えていた（図１）。 

２ 春どりリーフレタス及び冬どりホウレンソウにおいて、栽培前の土壌中可給態窒素含

量と地上部新鮮重との間に、高い正の相関関係が認められる（図２、３）。両者の関係式

から、春どりリーフレタスの窒素無施用栽培で化学肥料区（窒素が施肥基準量である

20kg/10a 相当量の硫安を施用）の地上部新鮮重 5,404kg/10a の８割の新鮮重を得られる

可給態窒素含量は 6.8mg/100g と推察される。同様に、冬どりホウレンソウの場合は

6.2mg/100g と推察される（化学肥料区は窒素、リン及び加里がそれぞれ施肥基準量であ

る 12kg/10a 相当量のくみあい CDU 複合燐加安を施用）。 

３ 可給態窒素の簡易推定法である煮沸浸出法は、恒温静置培養法に比べて推定値がやや

高めになる（図４、５）。煮沸浸出法による推定では、春どりリーフレタス及び冬どりホ

ウレンソウにおいて、窒素無施用栽培で化学肥料区の地上部新鮮重の８割を達成できる

可給態窒素含量は７～９mg/100g であると見込まれる。 

様式  



４ 以上のことから、有機栽培圃場の土壌中可給態窒素の目標値は常法である恒温静置培

養法では６～７mg/100g であり、これを煮沸浸出法で推定した値は７～９mg/100g である

と考えられる。 

 

［留意事項］ 

 栽培期間中に土壌から供給される窒素は時期によって量が異なる。確実に収量を得るた

めには、可給態窒素が適正値であっても、有機肥料等の施用を行うことが望ましい。 

 

［普及対象地域］ 

 県内全域 

 

［行政上の措置］ 

 

［普及状況］ 

 

［成果の概要］ 

 

 
図１ 有機栽培現地圃場における可給態窒素含量  

 
 
 
 
 
 
 

0

2

4

6

8

10

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

可
給
態
窒

素
含
量
(
mg
/1
00
g
)

有機栽培年数 8 18 12 20 6

生育(聞き取り) 良 良 良 良 不良

注１）調 査 を 行 っ た ５ 圃 場 の 土 壌 は 全 て 黒 ボ ク 土 で あ っ た  
 ２ ） 生 育 の 評 価 は 生 産 者 か ら の 聞 き 取 り に よ る  
 ３ ） 栽 培 品 目 は 、 A 圃 場 が コ マ ツ ナ 及 び ホ ウ レ ン ソ ウ 、 B 圃 場 が 結 球 及 び

非 結 球 レ タ ス 、コ マ ツ ナ 及 び ミ ニ ト マ ト 、C 圃 場 が 結 球 及 び 非 結 球 レ タ
ス 、ミ ズ ナ 、葉 ネ ギ 及 び コ マ ツ ナ 、D 圃 場 が ホ ウ レ ン ソ ウ 、コ マ ツ ナ 及
び ミ ズ ナ 、 E 圃 場 が 結 球 及 び 非 結 球 レ タ ス 及 び ニ ン ジ ン で あ っ た  

圃場名  



   
図２ リーフレタス栽培前土壌の恒温静  図３  ホウレンソウ栽培前土壌の恒温静 

置培養可給態窒素含量と地上部新鮮   置培養可給態窒素含量と地上部新鮮  

  重との関係              重との関係  

 
 
 
 
 

   
図４ リーフレタス栽培前土壌の煮沸浸  図５  ホウレンソウ栽培前土壌の煮沸浸 

出法可給態窒素含量と恒温静置培養   出法可給態窒素含量と恒温静置培養  

  法可給態窒素含量との関係       法可給態窒素含量との関係 
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［その他］ 
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注１） **は １ ％ 水 準 で 有 意  
 ２ ）低 窒 素 区（ 可 給 態 窒 素 平 均 値 3.8mg/10 0g）、

中 窒 素 区 （ 同 6.0mg/100g） 、 高 窒 素 区 （ 同
8.8mg/100g） の 結 果 を プ ロ ッ ト し た  

 ３）平成 27 年２月 16 日にリーフレタス（品種：「グ

リーンジャケット」、タキイ種苗㈱）を 128 穴セ
ルトレイに播種した。３月 16 日に、条間 30cm、
株間 30cm 千鳥植えで１区８株定植した。土壌は

黒ボク土であった。５月 21 日に収穫を行った 

注１）**は １ ％ 水 準 で 有 意  
 ２ ）低 窒 素 区（ 可 給 態 窒 素 平 均 値 3.8mg/10 0g）、

中 窒 素 区 （ 同 6.0mg/100 g） 、 高 窒 素 区 （ 同
8.8mg/100g） の 結 果 を プ ロ ッ ト し た  

 ３）平成 26 年 10 月 17 日に、ホウレンソウ（品種：

「ミストラル」、㈱サカタのタネ）を条間 15cm、
株間５cm、１か所２粒で３条播種した。土壌は黒
ボク土であった。10 月 29 日に１株１本に間引き、

12 月２日に収穫を行った 


